
教科名 単位数 2 単位 学年・学科 2 年

教科書

教科目標

授業内容
進め方

授業の留意点

学習方法
（アドバイス）

課題・補習

試験について

評価の観点

①知識・技能

②思考・判断・表現

③主体的に学習に
　　取り組む態度

備考

単元テストを12回程度行う。

令和7年度　北海道中標津高等学校シラバス

古典探究 普通科必修

高等学校精選古典探求
（第一学習社）

副教材
数研出版『体系古典文法』

尚文出版『必携 新明説漢文 ～句法と語彙を一緒に学ぶ～』
数研出版『プレミアムカラー国語便覧』

尚文出版『シンプルスタイルシリーズ古文単語３０１』

古典としての古文と漢文を読む能力を養うとともに、ものの見方、感じ方、考え方を広くし、古典につ
いての理解や関心を深めることによって人生を豊かにする態度を育てる。

　授業は「古文」「漢文」を、的確に読むことを目標としています。そのために、
①音読により文章のリズムや仮名遣いを確認し、大意を把握する。
②語句の意味や文法事項等を確認し、現代語訳をする。
③文章に書かれた自然観･人生観･思想・文化等について理解を深める。
ということに重点をおいて授業を行います。

　本文内容を理解するためには、古典文法や漢文句法等が重要であるため、適宜文法知識の確認
が必要です。黒板に書かれたことをノートに写すだけではなく、文法事項や単語の意味についてき
ちんと考え、自分の力で現代語訳を完成させる習慣を定着させるようにしたください。

　古文･漢文ともに授業の前に教科書本文をノートに書き写してください。重要語句の意味や文法事
項は、授業内の説明を聞くだけではなく、『体系古典文法』や『シンプルスタイルシリーズ古文単語３
０１』、『プレミアムカラー国語便覧』を使って自分から調べてください。

長期休業中をはじめ、適宜プリント等の課題があります。成績不振者に対しては補習を行う場合が
あります。

評価の
観点・方法

評価方法

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けると
ともに，我が国の伝統的な言語文化に対する理解を深めることがで
きるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，古典
などを通した先人のものの見方，感じ方，考え方との関わりの中で伝え合う
力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにす
る。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に
親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚を
深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。


